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設 問
【1】記事の中で使われている言葉について、あとの
問いに答えましょう。

(1)この記事で「聖地」と呼ばれているのはどこで

すか。市町名で答えましょう。

(2) 「聖地」と同じ構成（上の漢字が下の漢字を修

飾する）の熟語を次から一つ選び、記号で答えましょ

ぅ。
ァ ：設置 ィ：納車 ゥ：牙深

を友達に紹介することになりました。どのような言葉

や内容が心に残りましたか。次の手順や例を参考に、

あなたの考えをまとめましょう。

手順1：記事の中で「心に残った」
に、線を引きましょう。

手順2:その中から、特に紹介したい内容を選び、理
由や自分の考えを書きましょう。

と思う言葉や文章

工 ：笑顔

(3)次の言葉の読み方を答えましょう。 （意味が分

からない言葉は辞奮などで調べてみましょう）

①疎開②閉鎖③象徴④直近⑤思案⑥葬儀⑦感慨⑧来訪

⑨譲る⑩懐かしい

【2】見出しの口に当てはまる言葉を記事の中から3
文字で探して書きましょう。

【3】あなたは、 この記事を読んで心に残ったところ

【書き方の例】

・心に残った内容 ： 「山田さんが、亡くなった持ち主

のご家族のために努力するところ」

・理由や考え ：エンジン音を聞かせたいという思い

で、誰かのために一生懸命になれるところがすてきだ

と思ったから。ご家族はお父さんを思い出し、きっと

幸せな気持ちになったと思う。私も山田さんのように、

誰かのために行動できる人になりたい。
・紹介したい 「心に残った」 言葉や内容
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） 

・心に残った理由（あなたの考え）

（ 

） 
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